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建築研究開発コンソーシアム（以下、コンソーシアムと略す）は、2002 年

（平成１４年）の設立以来、建築・住宅に関連する多様な主体を会員に持つとい

う特徴を活かした活動を行ってきた。今後とも、急速に変化を続ける社会・経済

に対応する研究開発プラットフォームとして、建築・住宅関連分野の研究開発に

幅広い貢献を果たす必要がある。 

このため、これまでの活動の蓄積を踏まえ、コンソーシアムの基本理念及びミ

ッションと１０年後（２０２３年頃）をみすえた活動方針等を中期ビジョンとし

て策定し、すべての会員は本中期ビジョンを共有しつつコンソーシアムの活動を

積極的に推進する。 

 

 

 

 

１．基本理念 

 

２１世紀の社会が直面する代表的課題として、地球環境問題の深刻化、自然災

害の激化、少子・高齢化問題の進行、生産性向上・スマート化への対応等が挙げ

られている。 

これらは、従来とは異なる２１世紀の社会・経済のもとで生じたものであり、

ＳＤＧｓのような取組目標や新しいパラダイムに位置づけてその解決を図らな

ければ対応できない課題である。 

 

【多様な主体が連携した枠組みの充実・強化】 

建築・住宅関連分野においては、これら課題の解決を図るため、産・官・学の

連携と多様な業種からの参画を可能とする、開かれた研究開発の枠組みが必要で

ある。 

建築・住宅に関連する多様な主体が参画するコンソーシアムは、こうした研究

開発の枠組みの構築をめざし設立されたものであり、今後ともこの枠組みの充

実・強化を図っていかなければならない。 

 

【アイデアの創出や技術開発を通じた会員へのサービスと社会への貢献】 

コンソーシアムは、新しいパラダイム下での課題解決のため、建築・住宅に関

わる多様な分野の研究者、技術者等が交流しお互いに刺激しあえる場を提供する。 

この場から直接的・間接的に生まれるアイデアや技術開発を通じ、会員に対す

るサービスと社会への貢献をめざす。 
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２．ミッション 

 

コンソーシアムは、基本理念を実現するため、会員に対し研究開発のための共

通基盤（研究開発プラットフォーム）を提供する。 

研究開発プラットフォームには、「交流推進機能」、「インキュベーション機

能」、「研究開発推進機能」及び「成果普及機能」の４機能を持たせ、会員の協

調と連携のもとでコンソーシアムの活動を推進する。 

 

【交流推進機能】 

産・官・学、異なる業種、研究者・技術者・実務者といった、多様な属性を持

つ会員による活動を円滑に推進するためには、会員が有する情報の共有・交換や

会員間の人的な交流が不可欠である。 

このため、会員に有益と思われる情報を提供し、会員間での情報共有や会員相

互の情報交換の場を設けることを通じて、会員の交流を推進する。 

 

【インキュベーション機能】 

パラダイムシフトが起きた社会・経済のもとで生じている課題の解決を図るた

めには、新たな発想に基づく技術的イノベーションの創出が必要である。 

このため、このような研究開発の担い手となる若い人材の育成を会員が協働し

て支援するスキームや、異業種の研究者、技術者等が主体的に参画し自由に議論

することを通じて新たなアイデアや技術開発の種を生み育てる場を提供する。 

 

【研究開発推進機能】 

重点的、効率的な研究開発の推進や、異なる分野を融合した新たな研究開発に

着手するためには、複数の企業、大学、研究機関等が連携し、それぞれの人材、

施設、資金、ノウハウ等の活用を図ることが有効な場合がある。 

このため、自主性や競争的な研究開発環境を尊重しつつ、日頃交流する機会の

少ない異業種の企業が共同して研究開発を推進する場を用意し、会員の人的・経

済的資源を有効に活用できるような助言や支援等を行う。 

 

【成果普及機能】 

会員サービスの向上のために、コンソーシアムの活動内容を広く会員に対し 

てタイムリーに提供していく。 

また、コンソーシアムは、建築・住宅分野における新たな価値の創造に貢献す

ることをその設立目的に掲げていることから、コンソーシアムの諸活動の成果や、

会員が有する技術等を社会に還元するため、国への働きかけや関係機関からの業

務受託を行うとともに、コンソーシアムの活動に関する情報発信を行う。
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３．活動方針 

 

３．１ 基本的考え方 

基本理念及びミッションを踏まえ、以下の基本的考え方に基づきコンソーシア

ム活動を推進する。 

 

【４機能の充実等による研究開発プラットフォームの強化】 

研究開発プラットフォームの機能を、交流推進機能、インキュベーション機能、

研究開発推進機能及び成果普及機能の４つに整理し、これまで実施されてきた各

種活動をその内容や性格により分類・再編した上で、それぞれの機能に係る活動

の着実な実施、見直し、充実等を図る。 

 

○交流推進機能の向上 

ホームページ等会員への情報発信の手段を随時見直すとともに、機能の効

率化を図る。また、情報共有や情報交換の場を積極的に設けることにより会

員の交流を促進する。 

○インキュベーション機能の強化 

具体の研究開発の前段階におけるインキュベーション機能は、コンソーシ

アムが有する他団体に例を見ない特徴的な機能であり、最重要機能として位

置づけ一層の強化を図る。 

○研究開発推進機能の活性化 

異業種からなる会員を擁するコンソーシアムの特徴を発揮する重要機能

として位置づけ、共同研究開発プロジェクトに繋がるよう具体的な成果を得

ることを目指す研究会の活性化を図るとともに、研究開発を効率的・効果的

に推進する。 

○成果普及機能の着実な推進 

コンソーシアムの社会的な地位をより確かなものにするため、受託研究開

発やＪＩＳ原案作成等の事業を着実に推進する。 

 

【コンソーシアム活動のマネジメントと機動的な運営】 

交流推進機能、インキュベーション機能、研究開発推進機能及び成果普及機能

の４機能を関連づけながら戦略的に活動を展開することにより、研究開発プラッ

トフォームの強化を図るため、全体マネジメントを的確に行う。 

また、会員の自発的・自主的な活動を基本としつつも、重要かつ緊急を要する

課題への迅速な対応が可能となるように、会長のリーダーシップのもとでスピー

ディな運営を行う。 

 

【コンソーシアム活動の充実と会員の増強からなる正のスパイラルの構築】 

コンソーシアム活動を充実し、様々な分野や業種の方々に魅力あるものとする
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ことにより、会員サービスを向上させ会員の増強を図る。多様な会員が増えるこ

とによりコンソーシアムが提供する異業種からなるプラットフォームがより魅

力を増すという、正のスパイラルの構築をめざす。 

 

【公的な研究機関との連携】 

国の技術基準作成や政策立案に繋がる研究開発を実施している公的な研究機

関との連携は、会員に対する情報発信や活動成果の社会還元等を図る上で、コン

ソーシアムの強みとなる。このため、研究開発方針や成果に関する情報交換の場

の設定等、（国研）建築研究所をはじめとする公的な研究機関との連携を大切に

する。 

 

【事務局業務の円滑な推進】 

事務局業務の重点化、合理化等を進め、予算、事務局体制等の限られた資源を

有効に活用しつつ、コンソーシアム会員の活動を支援し、また委員会に対する企

画業務も行う。 

 

 

 

３．２ 活動方針 

３．２．１ 交流推進機能に係る活動 

コンソーシアムでは、ホームページや紙媒体の CBRD News Letter 等を通じ

て、会員にメリットのあるホットな情報の提供に努めてきた。 

また、会員の意見交換や交流を促進する事業としての各種講演会・見学会、研

究会立ち上げを企図した勉強会であるテクニカル・フォーラム、会員が行ってい

る新しい技術開発等に関する情報共有を図る異業種交流会を推進してきた。 

さらに、新しい技術創造のためには、柔軟な思考ができる若い研究者、技術者

等の活躍に期待するところが大きいことから、若い技術者等の知的創造力を活性

化することを目的として、異分野の知識や知恵の交流の場である若手技術者交流

会を運営してきた。 

 

これらは、いずれも研究開発プラットフォームのインキュベーション機能、研

究開発推進機能及び成果普及機能に係る諸活動を支える活動である。また、最新

の情報や異分野の情報にアクセスしたり異なる業種に属する者同士が交流する

ことにより得られる「気づき」は、独創的な技術開発の端緒となる。このため、

このような活動を交流推進機能と位置づけ、今後とも着実に推進する。 

ホームページ等を活用しコンソーシアムの活動に関する情報等を会員に幅広

く発信する。また、建築研究開発に関連するテーマ・トピックに関する情報共有

や情報交換を通じて会員の交流を促進する場を設ける。 

さらに、必要に応じてホームページ等の改善を図るとともに、情報の提供、交
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換等という観点からは類似の内容を有していた「講演会・見学会」、「テクニカル・

フォーラム」の事業を統合し、「コンソ・プラザ」として、会員のニーズに応え

るべくより柔軟な運営を行う。 

 
交流推進機能に係る活動 

事業名称 

活動の 

位置付

け 

活動の狙い・活動内容 

情報発信 
着実に 

推進 

◆活動の狙い 

コンソーシアムの活動及び研究開発の基盤情報や先端分

野の動向に関する情報を会員へ提供する。 

◆活動内容 

１）会員が知りたい情報を、タイムリーにわかりやすく発

信する。 

２）メールマガジン、ホームページ、ニューズレターの３

つの役割を明確にし、必要に応じて改善を図る。 

コンソ・ 

プラザ 

着実に 

推進 

◆活動の狙い 

先端分野の動向等会員にとって興味ある有益なテーマ・

トピックに関する情報の共有や交換の場を設け、会員の交

流を促進し研究会の発足等に繋げる。 

◆活動内容 

１）講演会、見学会、テクニカル・フォーラム（研究会立

上げを前提とした講演会）を統合する。 

２）コンソーシアムにおける活動成果（研究会、共同研究

開発、受託研究開発等）を取り上げる。 

３）国土交通省や（国研）建築研究所等公的研究機関のタ

イムリーなテーマを取り上げる。 

４）研究開発課題関連に加えて、研究開発マネジメントの

テーマ（研究開発管理、知的財産、施設管理等）も取り

上げる。 

５）必要に応じて、コンソ・プラザ後の意見交換の場を設

ける。 

若手技術者 

交流会 

着実に 

推進 

◆活動の狙い 

若手技術者の知的ネットワーク構築や知的好奇心の刺激

を通じて研究者、技術者等の活性化に繋げる。 

◆活動内容 

１）将来的には、分野・業種連携人材育成事業の一環とし

て位置づける。 
２）異分野の若手技術者等が互いに触発しあうことにより

新たな研究テーマを発掘する場としても位置づける。 
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３．２．２ インキュベーション機能に係る活動 

コンソーシアムでは、設立当初から、新たな発想の展開や、具体の研究開発プ

ロジェクトの萌芽期における成果目標の明確化等を目的とした研究会活動が活

発に行われてきた（研究開発推進機能）。 

この研究会を新規設立、活性化するために、異業種の研究者、技術者等がお互

いに刺激し合い独創的なアイデアや技術開発の種を生み育てる場として、インキ

ュベーション機能に係る活動をさらに活性化し、具体的な研究開発へと切れ目な

く繋げる。 

また、今後の研究開発やそのマネジメントの担い手やリーダーとなる人材を育

成する事業を OB 人材等を活用しつつ推進する 。 

 

○アイデアコンペ 

自由な発想に基づく革新的な建築・住宅技術を生むきっかけづくりとして、毎

年アイデアコンペを実施してきた。 

具体の研究開発の前段階にあたるこれらの諸活動については会員からの評価

も高く、コンソーシアムの果たす役割への期待も大きい。 

 

○研究企画ミーティング（コラボレーション・ミーティングを名称変更） 

会員企業や社会からのニーズや期待の大きい研究開発課題を発掘するため、社

会や技術の現状、将来の課題等について、（国研）建築研究所等の研究機関を中

心に、他の会員企業との意見交換の場を設ける。 

 

○分野・業種連携人材育成事業 

会員企業に共通する課題である将来を担う人材の育成に関し、研究者、技術者

等に対する、研究への取組み姿勢、研究開発マネジメント、先輩の経験・ノウハ

ウ等の伝承の場を設ける。若手技術者交流会の果たしてきた交流による触発の場

としての役割も併せて運営する。 

 
インキュベーション機能に係る活動 

事業名称 
活動の 

位置付け 
活動の狙い・活動内容 

アイデア 

コンペ 

重点的に 

推進 

◆活動の狙い 

自由な発想に基づくアイデアの公募により、研究開発活

動を活性化する。 

◆活動内容 

１）会員がコンソーシアム活動に参画するきっかけとして、

また研究会の発足に有効であることから、会員に対し応

募を積極的に呼びかける。 

２）賞金の適正化、選考過程の簡略化や研究会との関係性

等に関し、必要に応じて見直しを行う。 
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研究企画

ミーティ

ング 

 

（コラボレ

ーション・

ミーティン

グを名称変

更） 

重点的に 

推進 

◆活動の狙い 

会員ニーズの高い研究テーマ発掘のための検討を行うた

め、会員企業間で組織としての意見交換の場を設ける。 

研究会、共同研究開発等への展開を推進する。 

◆活動内容 

１）（国研）建築研究所を中心に、会員企業とともに将来テ

ーマの設定検討を行う。 

２）（国研）建築研究所等公的研究機関と会員企業、大学と

会員企業、会員企業間（同業者、異業者）等、検討の場

に多様性を持たせる。 

３）研究開発課題関連に加えて、研究開発マネジメントの

テーマ（研究開発管理･知的財産･施設管理等）も取り 上

げる。 

分野・業種

連携人材

育成事業 

重点的に 

推進 

◆活動の狙い 

研究者、技術者等に対する、研究への取組み姿勢、研究

開発マネジメント、先輩の経験等の伝承を行う場を設け、

人材育成を支援する。 

◆活動内容 

１）担当小委員会により、年度毎に実施内容や担当講師を

適宜見直し、推進する。 

２）若手技術者交流会と連携し、意見を反映しつつ、企画・

運営・推進する。 

 

 

３．２．３ 研究開発推進機能に係る活動 

多様な業種からなる会員企業等が、人材・施設・資金面で協力することにより、

効率的な技術開発を促進するため、コンソーシアムでは会員の共同研究開発を支

援するスキームを設けている。 

共同研究開発は、研究会を立ち上げコンソーシアムの研究費支援制度である研

究助成制度を活用して行われたり、共同研究開発プロジェクトとしてコンソーシ

アムの運営事務支援を受けつつ実施されたりしてきた。 

 

異業種からなるコンソーシアムの代表的活動とも言える研究会の研究開発推

進機能をより強化するため、会員ニーズと社会ニーズの整合化、短期的課題と長

期的課題の明確化等を図った上で、インキュベーション段階から研究開発段階に

至るまで適正なマネジメントを行う他、必要に応じて研究助成の増額を図り研究

会活動を推進する。 

また、共同研究開発のために、国の助成制度等活用の助言や支援等を行う。 
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研究開発推進機能に係る活動 

事業名称 
活動の 

位置付け 
活動の狙い・活動内容 

研究会 
重点的に 

推進 

◆活動の狙い 

研究開発のアイデア等の具体化を支援し、共同研究開発

プロジェクト等への展開に繋げる。 

◆活動内容 

１）会員の自主的な運営のもとで自由な議論・活動が可能

となるような運用を行う。 
２）研究会活動全体のマネジメントを行い、その活性化を

図る。 

研究助成 
着実に 

推進 

◆活動の狙い 

有益な成果をあげることができるよう、研究会を資金面

で支援する。 

◆活動内容 

１）研究会について、適切なマネジメントのもとで必要に

応じ研究助成の増額をはかる。 

共同研究開発 

会員から

の要望に

応じ対応 

◆活動の狙い 

複数の会員企業が、人的・経済的資源を有効に活用しつ

つ効果的な研究活動を推進する。 

◆活動内容 

１）共同研究開発のために、国の助成制度等活用の助言や

支援等を行う。 

 

 

 

３．２．４ 成果普及機能に係る活動 

コンソーシアムでは、業務の受託を通じて会員が有する技術等を社会に還元す

るため、受託研究開発を実施してきた。 

また、技術基準の整備・見直しに関する国土交通省への提案に対し、研究会の

成果等を踏まえた技術基準改正について、コンソーシアムを通じて提案を行って

きた。 

コンソーシアムにふさわしいテーマに関する受託研究開発を推進するととも

に、会員のニーズに基づき、コンソーシアム活動の成果を建築基準やＪＩＳ等、

社会に反映するために、必要に応じて助言や支援等を行う。 
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成果普及機能に係る活動 

事業名称 
活動の 

位置付け 
活動の狙い・活動内容 

受託研究開発 
着実に 

推進 

◆活動の狙い 

異業種の集まる団体として、国や公的な研究機関等から

の受託研究開発を通じて、会員が有する技術等を社会に還

元する。 

◆活動内容 

１）コンソーシアムにふさわしい受託研究開発の着実な実

施を継続する。 

ＪＩＳ原案

作成 

着実に 

推進 

◆活動の狙い 

コンソーシアムの研究活動の成果を踏まえたＪＩＳ原案

の作成・見直しを支援する。 

◆活動内容 

１）会員のニーズに基づき費用対効果を評価した上で推進

する。 

２）本事業の成果について会員へわかりやすく伝えるとと

もに、社会に情報発信する。 
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４．推進体制 

 

４．１ 基本的考え方（２０１３年） 

コンソーシアムの基本理念及びミッションのもとで、今後の１０年をみすえた

コンソーシアム活動を円滑かつ効率的に推進し、実状の変化等に対応し必要に応

じて組織構成及び事務局業務の見直し等を適宜行うこととする。 

 

【会長のリーダーシップのもとでの機動的な運営】 

コンソーシアムは、会員に対し研究開発のプラットフォームを提供するもので

あり、具体の研究開発に係る諸活動は、会員の自主的な活動や運営をベースとし

て推進されるべきものである。 

しかしながら、急激な変化を続ける社会情勢や、災害等非常事態に対応するた

めには、会長のリーダーシップのもとでコンソーシアムを機動的かつ迅速に運営

しなければならない事態が生じることも予想される。このため、必要な時に機動

的に会長のリーダーシップを発揮できる運営を行う。 

 

【４つの機能に対応した委員会構成（委員会構成の再編）】 

交流推進機能、インキュベーション機能、研究開発推進機能及び成果普及機能

という研究開発プラットフォームの４つの機能に即した活動の展開を図るため、

機能に対応した委員会構成へと再編する。 

４つの機能が一体的に働くよう、運営委員会のもと、全体マネジメントが発揮

される体制とする。 

 

【コンソーシアムの活動を支える事務局業務の円滑な推進等】 

コンソーシアムの活動を円滑に進める上で、事務局の果たす役割は非常に大き

なものがある。限られた人的・経済的資源の中で、事務局によるコンソーシアム

会員の活動支援を継続して行っていくため、会員の理解を得つつ業務を円滑に推

進する。 

  

 

４．２ 委員会構成 

業務企画委員会、技術情報委員会及び研究開発推進委員会を、交流推進機能に

係る活動を担当する「交流推進委員会」、インキュベーション機能に係る活動を

担当する「インキュベーション委員会」及び研究開発推進機能と成果普及機能に

係る活動を担当する「研究開発推進等委員会」に再編する。 

運営委員会は、上記の３委員会が担当する４機能が相互に密接な関連をもって
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総  会 

監  事 会長・副会長 

事務局 

交流推進委員会 
ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ 

委員会 

研究開発推進等 

委員会 

理 事 会

運 営 委 員 会

発揮されるよう全体マネジメントを行うとともに、コンソーシアムの基本に係る

課題に対応する。コンソーシアムとして迅速な対応が求められる課題や、会長が

特に指示した事項については、機動的な対応を図ることができるよう、必要に応

じ運営委員会のもとに特別委員会を設ける。 

 

（参考）委員会の構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会 事業等 

運営委員会 

・コンソーシアムの基本に係る課題への対応 

・３委員会及び４機能の全体マネジメント 

・会長の提案等を受けての迅速な対応 

交流推進委員会 

・ ホ ー ム ペ ー ジ や メ ー ル マ ガ ジ ン 等 に よ る 情 報

提供・交換 

・コンソ・プラザ 

・若手技術者交流会 

インキュベーション委員会 

・アイデアコンペ 

・ 研 究 企 画 ミ ー テ ィ ン グ （ コ ラ ボ レ ー シ ョ ン ・

ミーティングを名称変更） 

・分野・業種連携人材育成事業 

研究開発推進等委員会 

・研究会（インキュベーション委員会と密に連携）

・研究助成 

・共同研究開発 

・受託研究開発 

・ＪＩＳ原案作成 
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５．参考資料 （２０１３年当時の参考資料） 

 

５ ． １  中 期 ビ ジ ョ ン の 検 討 経 緯  

コ ン ソ ー シ ア ム 設 立 １ ０ 周 年 に 際 し 、 会 長 よ り 、 本 会 の 社 会 的 位 置 づ け の 向 上 に 向 け て 、 １ ０ 年 後 を み す え た コ ン ソ ー シ ア

ム の 活 動 計 画 を 策 定 す る よ う 指 示 が あ っ た 。  

会 長 指 示 を 受 け 、 運 営 委 員 会 で は 、 ２ ０ １ ２ 年 ９ 月 か ら 、 コ ン ソ ー シ ア ム 事 業 の 再 検 討 と 中 期 計 画 の 策 定 作 業 を 開 始 し た 。

検 討 に あ た っ て は 、 コ ン ソ ー シ ア ム 活 性 化 方 策 の 検 討 の た め に 置 か れ た 活 性 化 委 員 会 （ ２ ０ １ １ 年 運 営 委 員 会 の も と に 設 置 ）

で の 検 討 内 容 を レ ビ ュ ー す る と と も に 、 正 会 員 及 び 準 会 員 に 対 し 現 行 事 業 の 評 価 等 に 関 す る ア ン ケ ー ト を 実 施 し 会 員 の 要 望 、

意 向 等 を 把 握 し た 。  

ま た 、 業 務 企 画 委 員 会 、 技 術 情 報 委 員 会 及 び 研 究 開 発 推 進 委 員 会 で は 、 そ れ ぞ れ 担 当 す る 事 業 を 中 心 に 議 論 し 、 そ の 結 果 は

運 営 委 員 会 に 報 告 さ れ た 。  

運 営 委 員 会 で は 、 10 年 後 を み す え た コ ン ソ ー シ ア ム の 活 動 計 画 に 加 え て 、 基 本 理 念 、 ミ ッ シ ョ ン 及 び 体 制 整 備 に 関 す る 事

項 を 中 期 ビ ジ ョ ン と し て 取 り ま と め る こ と と し 、 意 見 等 を 集 約 し つ つ さ ら に 検 討 を 重 ね 、 ２ ０ １ ３ 年 ５ 月 に 最 終 案 を 取 り ま と

め 、 ６ 月 の 理 事 会 ・ 総 会 で 説 明 し 、 会 員 か ら の 意 見 募 集 を 実 施 し 、 電 磁 的 記 録 に よ る 審 議 に よ り ８ 月 に 成 立 し た 。 策 定 の 経 緯

を 下 表 に 示 す 。  

 

年 月  理 事 会 ・ 総 会 、 運 営 委 員 会  ３ 委 員 会  

2012 年  

9 月  

運 営 委 員 会  

１ ） コ ン ソ 事 業 の 再 検 討 と 中 期 計 画 策 定 に い た る フ ロ ー の 検 討  

２ ） 会 員 ア ン ケ ー ト 実 施 の 検 討  

 

10 月   

１ ）コ ン ソ 事 業 の 再 検 討 と 中 期 計 画 検

討 の 状 況 説 明 。  

２ ） ア ン ケ ー ト 協 力 依 頼 。  

11 月  

運 営 委 員 会  

１ ） 狙 い の 再 確 認        ２ ） 今 後 の 議 論 の 進 め 方  

３ ） 活 性 化 小 委 員 会 レ ビ ュ ー   ４ ） ア ン ケ ー ト の 粗 集 計  

  

12 月   
１ ）活 性 化 小 委 員 会 レ ビ ュ ー 及 び ア ン

ケ ー ト 結 果 を 基 に し た 検 討  

2013 年  

1 月  

運 営 委 員 会  

１ ） ３ 委 員 会 議 論 も 踏 ま え て ア ン ケ ー ト 結 果 ま と め  

２ ） 事 業 整 理 合 理 化 イ メ ー ジ の 検 討  
 

2 月   １ ） 事 業 整 理 合 理 化 案 の 検 討  

3 月  
運 営 委 員 会  

１ ） 中 期 ビ ジ ョ ン （ 案 ） の 検 討  

 

 

4 月  
運 営 委 員 会  

１ ） 中 期 ビ ジ ョ ン （ 案 ） の 検 討  

 

１ ） 中 期 ビ ジ ョ ン （ 案 ） の 検 討  

5 月  
運 営 委 員 会  

１ ） 中 期 ビ ジ ョ ン （ 最 終 案 ） の 決 定  
 

6 月  

理 事 会 ・ 総 会  

１ ） 中 期 ビ ジ ョ ン -2013（ 案 ） の 説 明  

会 員 か ら の 意 見 募 集  

 

８ 月  １ ２ 日  中 期 ビ ジ ョ ン -2013 成 立   
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（ 参 考 ） １ ０ 年 後 を み す え た 活 動 の 姿  

 

 

 

◆  情 報 発 信  

◆  コ ン ソ ・ プ ラ ザ  

（ ◇  講 演 会 、 見 学 会 ）  

（ ◇  テ ク ニ カ ル ・ フ ォ ー ラ ム ）  

（ ◇  異 業 種 交 流 会 ）  

 

 

◆  分 野 ・ 業 種 連 携 人 材 育 成 事 業  

◆  若 手 技 術 者 交 流 会  

 

◆  コ ラ ボ レ ー シ ョ ン ・ ミ ー テ ィ ン グ  

 

◆  ア イ デ ア コ ン ペ  

 

 

◆  研 究 会  

（ ◇  技 術 交 流 会 ）  

 

◆  研 究 助 成  

 

◆  共 同 研 究 開 発  

 

 

 

◆  受 託 研 究 開 発  

 

◆  Ｊ Ｉ Ｓ 原 案 作 成  

◆  コ ン タ ク ト ポ イ ン ト 対 応  

研

究

開

発

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

 

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

研
究
開
発
推
進 

交
流
推
進 

2013 年       2022 年  

凡 例    ◆ ： 実 施 す る 事 業   ◇ ： 他 事 業 に 統 合 す る 事 業  □ で 囲 っ た 事 業 ： 新 規 事 業     

 ◎ ： 重 点 的 に 推 進   ○ ： 着 実 に 推 進       △ ： 見 直 し た 上 で 推 進  

 － ： 活 動 な し     ＊ ： 会 員 か ら の 要 望 に 応 じ 実 施  

○  

○  

 

 

 

 

 

立 上 げ  

○  

 

◎  

 

○  

 

 

◎  

 

 

○  

 

―  

 

 

 

○  

 

○  

○  

成
果
普
及 

○  

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

◎  

 

△  

 

 

◎  

 

 

○  

 

＊  

 

 

 

○  

 

○  

○  

◎
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５ ． ２  会 員 ア ン ケ ー ト 調 査 結 果  

５ ． ２ ． １  調 査 概 要  

 

○ 調 査 目 的 ： 中 期 ビ ジ ョ ン 策 定 に 当 た り コ ン ソ ー シ ア ム の 現 行 事 業 の 状 況 を 把 握 す る 。  

○ 調 査 時 期 ： ２ ０ １ ２ 年 １ ０ 月  

○ 調 査 対 象 ： 建 築 研 究 開 発 コ ン ソ ー シ ア ム  正 会 員 、 準 会 員  

○ 調 査 方 法 ： メ ー ル に よ る 配 布 ・ 回 収  

○ 回 収 率  ： 正 会 員      ３ ２ ％ （ 回 収 ３ ８ ／ 配 布 １ ２ ０ ）  

準 会 員     ２ ７ ％ （ 回 収  ７ ／ 配 布  ２ ６ ）  

 

５ ． ２ ． ２  調 査 結 果  

１ ） コ ン ソ ー シ ア ム の 各 事 業 へ の 参 加 頻 度  

コ ン ソ ー シ ア ム 事 業  よ く 参 加  時 々 参 加  

知 っ て い る

が 参 加 無  

知 ら な い  無 回 答  

コ ン タ ク ト ポ イ ン ト 小 委 員 会  

正 会 員 5% 13% 68% 11% 3%

準 会 員 0% 0% 43% 43% 14%

合 計 4% 11% 64% 16% 4%

ア イ デ ア コ ン ペ  

正 会 員 18% 21% 53% 5% 3%

準 会 員 0% 0% 71% 14% 14%

合 計 16% 18% 56% 7% 4%

テ ク ニ カ ル ・ フ ォ ー ラ ム  

正 会 員 13% 42% 37% 5% 3%

準 会 員 0% 29% 29% 29% 14%

合 計 11% 40% 36% 9% 4%

講 演 会 ・ 見 学 会  

正 会 員 29% 53% 16% 3% 0%

準 会 員 0% 14% 71% 0% 14%

合 計 24% 47% 24% 2% 2%

若 手 技 術 者 交 流 会  

正 会 員 29% 8% 53% 8% 3%

準 会 員 14% 0% 29% 43% 14%

合 計 27% 7% 49% 13% 4%

研 究 会  

正 会 員 26% 45% 26% 3% 0%

準 会 員 29% 43% 14% 0% 14%

合 計 27% 44% 24% 2% 2%

技 術 交 流 会  

正 会 員 3% 21% 66% 8% 3%

準 会 員 14% 0% 43% 29% 14%

合 計 4% 18% 62% 11% 4%

共 同 研 究 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト  

正 会 員 3% 13% 79% 3% 3%

準 会 員 14% 0% 57% 14% 14%

合 計 4% 11% 76% 4% 4%
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異 業 種 交 流 会  

正 会 員 8% 26% 55% 8% 3%

準 会 員 0% 14% 57% 14% 14%

合 計 7% 24% 56% 9% 4%

受 託 研 究 委 員 会  

正 会 員 11% 16% 55% 16% 3%

準 会 員 14% 14% 14% 43% 14%

合 計 11% 16% 49% 20% 4%

注 ） 網 掛 け は 各 行 の 最 多 割 合  

 

２ ） コ ン ソ ー シ ア ム の 各 事 業 の 重 要 度 （ 今 後 重 点 的 に 資 源 を 配 分 す べ き 事 業 ）  

（ ５ つ ま で 選 択 可 ）  

コ ン ソ ー シ ア ム 事 業  正 会 員  準 会 員  合 計  

コ ン タ ク ト ポ イ ン ト 小 委 員 会  43% 0% 37%

ア イ デ ア コ ン ペ  38% 17% 35%

テ ク ニ カ ル ・ フ ォ ー ラ ム  59% 17% 53%

講 演 会 ・ 見 学 会  81% 67% 79%

若 手 技 術 者 交 流 会  30% 17% 28%

研 究 会  76% 100% 79%

技 術 交 流 会  24% 0% 21%

共 同 研 究 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト  41% 67% 44%

異 業 種 交 流 会  46% 50% 47%

受 託 研 究 委 員 会  14% 17% 14%

注 ） 網 掛 け は 各 列 の 上 位 ４ 項 目  

 

３ ） 今 後 充 実 を 希 望 す る 事 業 類 型 の 順 位  

事 業 類 型  1 位  2 位  3 位  4 位  5 位  無 回 答  

新 た な 研 究 開 発 に 資 す る 事 業  

正 会 員 50% 18% 18% 8% 0% 5%

準 会 員 29% 14% 14% 14% 0% 29%

合 計 47% 18% 18% 9% 0% 9%

情 報 収 集 の た め の 事 業  

正 会 員 11% 34% 18% 29% 0% 8%

準 会 員 29% 14% 43% 0% 0% 14%

合 計 13% 31% 22% 24% 0% 9%

会 員 交 流 、人 脈 形 成 の た め の 事 業  

正 会 員 8% 18% 39% 24% 0% 11%

準 会 員 14% 29% 14% 0% 0% 43%

合 計 9% 20% 36% 20% 0% 16%

国 の 基 準 改 定 な ど に つ な が る 事

業  

正 会 員 29% 18% 16% 26% 0% 11%

準 会 員 14% 0% 0% 57% 0% 29%

合 計 27% 16% 13% 31% 0% 13%

そ の 他 の 事 業  

正 会 員 0% 0% 0% 0% 3% 97%

準 会 員 0% 14% 0% 0% 0% 86%

合 計 0% 2% 0% 0% 2% 96%

注 ） 網 掛 け は 、 正 会 員 、 準 会 員 、 合 計 毎 の 各 順 位 （ 各 列 ） の 中 で の 最 多 割 合
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５ ． ２ ． ３  主 な 自 由 意 見  

ア ン ケ ー ト 項 目  自 由 意 見  

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
事
業
に
つ
い
て 

コ ン タ ク ト ポ イ ン ト  

・ コ ン ソ の 特 徴 的 な 活 動 の 一 つ で あ り 重 要 で あ る 。  

・ 発 足 、 募 集 、 状 況 報 告 、 結 果 等 に つ い て 、 会 員 へ の 周 知 徹 底 を す べ き 。  

ア イ デ ア コ ン ペ  

・ 最 優 秀 賞 50 万 円 、 次 点 30 万 円 の 賞 金 は 、 他 の 研 究 助 成 等 の 支 援 策 と く ら べ て バ

ラ ン ス を 失 し て い る の で は な い か 。応 募 件 数 へ の 影 響 を 加 味 し た と し て も 、金 額 引

き 下 げ を 検 討 す べ き 。  

テ ク ニ カ ル ・ フ ォ ー ラ ム 
・名 称 を 聞 い て も 内 容 が 想 像 で き な い 。講 演 会 の 一 種 で は な い か 。事 業 を 細 か く 細 分

し て 微 妙 に 異 な る 位 置 づ け を 与 え る の は 、 外 部 か ら は 非 常 に わ か り に く い 。  

講 演 会 ・ 見 学 会  
・実 務 寄 り の 講 演 会・見 学 会 は 学 会 等 で は 意 外 と な い も の で 、コ ン ソ ー シ ア ム の 意 義

の 一 つ と 言 え る 。  

若 手 技 術 者 交 流 会  ・ 人 脈 形 成 に つ な が る コ ン ソ ら し い 事 業 と 思 慮 。 こ の ま ま で 良 い 。  

研 究 会  

・ 広 報 活 動 を も っ と 活 発 に し て 、 気 軽 に 設 置 ・ 参 加 で き る 体 制 が 必 要 。  

・研 究 会 の 実 施 件 数 が 年 々 増 加 し て い る 。一 定 以 上 の 増 加 は 、事 務 的 対 応 が 困 難 に な

る 可 能 性 が あ る た め 、 今 後 は 新 規 、 終 了 の バ ラ ン ス を 一 定 考 慮 す べ き 。  

・建 築 研 究 コ ン ソ ー シ ア ム な ら で は の テ ー マ を 増 や し た い 。も っ と 集 ま り 、活 性 化 す

る 期 待 は あ る 。  

技 術 交 流 会  ・ 適 切 な テ ー マ が あ ま り な け れ ば 研 究 会 へ の 統 合 な ど が 必 要 。  

共 同 研 究 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト  

・ コ ン ソ の 目 玉 と な る 共 同 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト が な い 。  

・ 企 業 の 集 ま り の 中 で は 難 し い 。 公 益 性 の あ る テ ー マ に 絞 ら れ る 。  

異 業 種 交 流 会  

・ 講 演 会 ・ 見 学 会 に 統 合 し て よ い の で は 。  

・ 異 業 種 と の 交 流 は 大 切 で あ る 。 魅 力 的 な 交 流 の 機 会 の 企 画 立 案 を 期 待 す る 。  

受 託 研 究  

・コ ン ソ の 経 営 基 盤 安 定 に 寄 与 す る 研 究 を 実 施 す る と し な が ら も 、低 炭 素 化 の よ う な 、

本 来 、 コ ン ソ の 目 玉 と し て 取 り 組 む べ き 重 要 テ ー マ が こ こ で 扱 わ れ て い る 。  

・ 受 託 事 業 実 施 能 力 の 範 囲 内 で 受 け る べ き 。 今 の 事 務 局 に 受 託 事 業 の 内 容 を 把 握 し 、

委 員 会 運 営 を 行 わ せ 、 報 告 書 を 書 か せ る の は 無 理 で あ る 。  
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ア ン ケ ー ト 項 目  自 由 意 見  

現 行 事 業 の  

整 理 合 理 化 に つ い て  

・ 違 い が よ く わ か ら な い 事 業 も あ る の で は な い か 。  

・事 業 の 数 が 多 い と 思 う 。も う 少 し 集 中 と 選 択 を 行 い 、絞 っ た と こ ろ を 充 実 さ せ る

よ う に 工 夫 が 必 要 。  

・ 理 事 会 員 、１ 口 会 員 、準 会 員 、学 術 会 員 、情 報 会 員 と そ れ に 対 す る 事 業 支 援 サ ー

ビ ス が 釣 り 合 っ て い る か ど う か 、再 精 査 が 必 要 。予 算 と 人 的 制 約 が あ る 中 で の 事

業 運 営 な の で 、ニ ー ズ の あ る 事 業 を 拡 充 す る の と 同 時 に 、ニ ー ズ の 薄 い 事 業 を 廃

止 す べ き 。個 別 に 事 情 が あ る に せ よ 、負 担 に 見 合 っ た 事 業 支 援 サ ー ビ ス が な い と

感 じ て 脱 会 者 が 出 る 状 況 で は 、 コ ン ソ の 運 営 自 体 が や が て い き 詰 ま る 。  

今
後
充
実
を
希
望
す
る
事
業
に
つ
い
て 

情 報 収 集 の た め の 事 業 
・国 交 省 、国 総 研 、建 研 で の 取 組 み 内 容 や 進 捗 状 況 の 紹 介 、及 び 関 連 省 庁 の 動 き に

簡 単 な 、 解 説 を 付 け て 会 員 に 公 開 す る よ う な 事 業 。  

会 員 交 流 、 人 脈 形 成 の た め の

事 業  

・ 新 し い 技 術 に 関 す る 講 演 会 や コ ン ソ で の 研 究 会 の ア ウ ト プ ッ ト の 紹 介 を 更 に 充

実 。  

・異 業 種 の 一 流 企 業 が 参 加 し て い る コ ン ソ の メ リ ッ ト を 最 大 限 に い か す べ き 。研 究

開 発 的 な 集 ま り（ 現 行 の 共 同 研 究 、研 究 会 等 ）だ け で な く 、業 界 内 、業 界 間 の 企

業 マ ネ ジ メ ン ト 、業 界 潮 流 、海 外 進 出 等 の ゆ る や か な か つ 継 続 的 な 情 報 交 換 会 が

あ っ て も よ い 。  

国 の 基 準 改 定 な ど に つ な が る

事 業  

・各 社 単 独 で は 難 し い こ と で も 、コ ン ソ な ら 可 能 に な る と い う 実 績 を 作 れ れ ば 、コ

ン ソ の 価 値 は 非 常 に 高 ま る と 思 う 。し か し 、基 準 が 無 い 事 項 の 提 案 に 比 べ 、現 に

存 在 す る 基 準 の 改 定 は 非 常 に 困 難 と 思 わ れ る 。テ ー マ 選 定 の 難 し さ や 、実 現 の ハ

ー ド ル の 高 さ の た め 、 期 待 度 は 低 い 。  

新 規 の 事 業 や  

会 員 サ ー ビ ス な ど  

事 業 運 営 に 関 す る 意 見 ・ 要 望 

・個 人 と し て と 会 社 と し て の 関 わ り 方 が 異 な る の で メ リ ッ ト を ど う と ら え る か 難 し

い ｡ 

・ “ 負 担 に 見 合 っ た サ ー ビ ス の 提 供 ” と い う テ ー マ を 念 頭 に 置 い た 議 論 が 必 要 。  

委 員 会 に よ る 運 営 に つ い て  

・ 委 員 会 数 の 合 理 化 は 必 要 。  

・各 委 員 会 の 担 当 分 野 区 分 が よ く わ か ら な い こ と が あ る 。業 務 遂 行 責 任 の 所 在 を も

っ と 明 確 に し な い と も た れ あ う 危 険 性 が あ る 。  
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